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強誘電体は,半導体と並び現代の先端技術を支える重要な物質系である.従来の強誘電体は,主に酸素

八面体を基本構成要素とした化合物において開発されてきた.それに対して最近我々のグループでは,

酸素四面体を基本構成要素とする新しい強誘電体の開発に取り組んでいる.酸素四面体は地殻にもっ

とも豊富に含まれる酸化物形態の主な構成要素であり,酸素四面体系強誘電体の開発は,豊富な資源

を用いた環境に優しい科学技術の発展に貢献すると期待される.講演では,最近我々のグループで見

出した強誘電性シリケートにおける強誘電性のメカニズムを解説する.また,現在取り組んでいる強誘電

性アルミネートゼオライトの開発について紹介する. 
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